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地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
上
で
、
考
古
資
料
を
実
際
に
見
る
な
ど
と
い
っ
た
「
体

験
」
は
特
に
重
要
な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
文
様
や
形

が
違
う
土
器
や
、
他
地
域
と
の
交
流
に
よ
っ
て
き
た
遺
物
を
見
る
こ
と
は
、
多

く
の
情
報
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
が
住
む
地
域
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て

き
た
か
、
ど
ん
な
場
所
と
交
流
し
て
き
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
県
外
の
出
身
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
よ
り
山
形
県
内
で
埋
蔵

文
化
財
関
係
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
の
中
で
、
多
く
の

考
古
資
料
に
関
わ
っ
て
お
り
、日
々
山
形
の
歴
史
や
魅
力
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

中
々
日
常
で
は
関
わ
り
あ
う
機
会
が
な
い
考
古
資
料
で
す
が
、
置
賜
の
遺
物

だ
け
で
は
な
く
、
山
形
県
指
定
有
形
文
化
財
「
お
花
山
古
墳
群
出
土
品
」（
山

形
市
出
土
）
等
、
県
内
出
土
の
多
く
の
考
古
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、
こ
の

考
古
資
料
館
は
、
ま
さ
に
県
内
の
歴
史
を
感
じ
る
の
に
最
適
な
博
物
館
だ
と
考

え
ま
す
。

　

山
形
県
に
最
近
移
住
さ
れ
て
き
た
方
も
、
長
年
県
内
で
過
ご
さ
れ
て
き
た
方

も
、
是
非
当
館
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
ご
自
身
が
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
地
域
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
辿
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
き
っ
と
展
示
さ
れ
て

い
る
考
古
資
料
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
過
程
で
地
域
の
魅
力
を
発
見
、
若

し
く
は
、
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
考
古
資
料
館
に
ご
来
館
さ
れ
た
後
に
は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
遺
物
が

出
土
し
た
遺
跡
に
行
か
れ
る
こ
と
も
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
現
在
は
、
道
路
な

ど
の
開
発
に
よ
っ
て
、
当
時
の
状
況
と
異
な
る
場
所
も
数
多
い
で
す
が
、
周
り

の
環
境
を
見
渡
せ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
当
時
の
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
た

の
か
想
像
が
膨
ら
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
場
、
そ
し
て
地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
場
と
し
て
、
考

古
資
料
館
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

　

考
古
資
料
か
ら
み
る
地
域
の
魅
力

▲ 工事中でも開館しています

山
形
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
振
興
・
文
化
財
活
用
課　
　

山
科　

樹
生



▲企画展記念講演会　北野 博司  氏

　

企
画
展
記
念

講
演
会
は
北
野

博
司
氏
の
「
近

世
城
郭
と
石
垣
」
と
題
す
る

演
題
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

構
成
で
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
．
空
前
の
お
城

ブ
ー
ム　

二
．
近
世
城
郭
の

成
立
―
石
垣
・
瓦
・
礎
石
建

物　

三
．
石
垣
の
魅
力(

１
．

歴
史
の
証
拠
２
．
構
造
・
機

能 

３
．
形
態
・
意
匠 

４
．

技
術
・
機
能 

５
．
思
想
・

信
仰)

で
す
。

　

ま
ず
、
日
本
一
〇
〇
名
城

の
選
定
や
、
テ
レ
ビ
番
組
で

の
城
の
ラ
ン
ク
付
け
、
旅
行

サ
イ
ト
で
も
全
国
各
地
の
城

が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
御
城

印
集
め
」・「
山
城
ハ
イ
カ

ー
、
城
ガ
ー
ル
」
な
ど
の
言

葉
も
生
ま
れ
、
各
城
郭
で
コ

ス
プ
レ
撮
影
会
が
行
わ
れ
、

イ
ケ
メ
ン
の
武
将
隊
が
結
成

さ
れ
る
と
と
も
に
、
専
門
家

顔
負
け
の
城
郭
ラ
イ
タ
ー
も

活
躍
す
る
時
代
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

中
世
の
城
は
文
字
通
り
土

か
ら
成
っ
て
お
り
、
堀
、
土

塁
、
切
岸
、
柵
で
区
切
ら
れ

た
中
に
茅
・
板
葺
き
の
掘
立

柱
建
物
跡
が
建
て
ら
れ
た
軍

事
拠
点
と
し
て
の
性
格
が
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
織
豊
政

権
後
は
高
石
垣
・
礎
石
で
瓦

葺
き
の
天
守
や
櫓
を
も
つ
石

の
城
に
変
わ
り
政
治
性
や
儀

礼
的
性
格
を
も
つ
近
世
城
郭

に
変
貌
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
前
者
の
代
表
と
し
て
山

城
と
居
館
か
ら
成
る
特
別
史

跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
が
例

と
し
て
示
さ
れ
、
後
者
に
変

わ
っ
て
い
く
姿
を
信
長
の
清

　

今
年
度
は
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

う
き
た
む
学
講
座

　

企
画
展
記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
3
年
11
月
14
日(

日)

　
　
　
　
　

「近
世
城
郭
と
石
垣
」

洲
城
か
ら
小
牧
城
、
岐
阜

城
、
安
土
城
で
例
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
石
垣
の
魅
力
で
は

歴
史
の
証
拠
と
し
て
、
元

和
・
寛
永
期
の
大
坂
城
の
石

垣
普
請
に
つ
い
て
古
文
書
・

古
絵
図
、
今
に
残
る
石
垣
の

観
察
か
ら
、
公
儀
普
請
の
実

態
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

構
造
と
機
能
で
は
石
垣
の

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
制
震

と
排
水
の
た
め
、
背
面
地

盤
、
栗
石
に
よ
る
裏
込
め
、

築
石
の
三
層
か
ら
な
る
柔
構

造
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
裏

付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
小

峰
城
の
現
代
の
練
積
み
工
法

で
復
原
さ
れ
た
石
垣
部
分
が

倒
壊
し
、
熊
本
地
震
で
も
練

積
み
工
法
の
石
垣
が
倒
壊
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
丸
亀
城

の
石
垣
が
西
日
本
豪
雨
で
崩

壊
し
た
事
実
も
あ
り
、
災
害

で
の
石
垣
の
倒
・
崩
壊
を
防

ぐ
と
共
に
、
そ
れ
か
ら
人
命

を
守
る
た
め
の
石
垣
保
全
の

技
術
開
発
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

形
態
と
意
匠
で
は
野
面
積

み
、
打
込
ハ
ギ
、
切
込
ハ
ギ

な
ど
石
の
加
工
度
と
積
み
方

の
組
み
合
わ
せ
で
石
垣
が
分

類
さ
れ
、
時
代
や
、
場
、
材

料
に
よ
っ
て
使
い
分
け
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

石
垣
作
り
の
技
術
・
技
能

で
は
各
地
に
残
る
痕
跡
か
ら

石
切
場
か
ら
普
請
丁
場
に
お

け
る
石
積
み
ま
で
の
工
程
を

詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
石
切
場

に
残
さ
れ
た
痕
跡
か
ら
石
を

割
り
出
す
技
術
や
、
石
工
の

作
業
単
位
な
ど
も
読
み
取
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
石
垣
の
観
察
で
巨

石
か
ら
は
権
力
と
威
信
が
、

石
垣
に
石
塔
や
石
仏
が
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
宗

教
・
精
神
、
陰
陽
思
想
等
が

読
み
取
れ
、
庭
園
石
垣
か
ら

は
芸
術
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
、
歴
史
研
究
の
対

象
、
美
の
対
象
、
写
真
の
被

写
体
、
癒
し
、
憩
い
の
場
と

し
て
石
垣
の
価
値
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
企
画
展
講
演
会
の

ビ
デ
オ
を
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
御
覧
く
だ
さ
い
。



　

今
期
は
、「
発
掘
調
査
で

わ
か
っ
た
山
形
県
内
の
近
世

城
郭
と
出
土
遺
物
」
と
題
し

て
全
三
回
開
講
し
、
企
画
展

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
機
会

を
設
け
ま
し
た
。
以
下
に
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
米
沢
城
跡
の
発
掘
調
査
と

出
土
遺
物
」

                  

菊
地 

政
信　

氏 
    

（
米
沢
市
教
育
委
員
会
）

　

菊
地
氏
か
ら
は
、
米
沢
城

に
つ
い
て
発
掘
当
時
の
様
子

や
、
遺
構
等
に
つ
い
て
詳
細

を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
発

掘
調
査
の
結
果
、
米
沢
城
は

二
の
丸
及
び
三
の
丸
は
上
杉

氏
入
部
以
降
に
整
備
さ
れ
た

よ
う
で
す
が
、
本
丸
は
長
井

氏
の
時
代
か
ら
営
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
舘
山
城
跡
の
発
掘
調
査
と

出
土
遺
物
」

第一章　舘山城
第二章　米沢城
第三章　山形城
第四章　新庄城
第五章　鶴ヶ岡城
第六章　亀ヶ崎城

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

こ
ち
ら
は
今
年
度
の
第

二
十
九
回
企
画
展
「
山
形
県

の
近
世
城
郭
と
出
土
品
」
の

展
示
図
録
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
等

が
行
わ
れ
て
い
る
県
内
の
代

表
的
な
六
つ
の
近
世
城
郭

を
、
出
土
品
か
ら
見
て
い
き

ま
す
。

　

展
示
遺
物
を
全
点
収
録
。

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！

　

「
山
形
県
の

　
　
　
　

近
世
城
郭
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
土
品
」

令
和
3
年
9
月
26
日
／
10
月
3
日
／
10
月
17
日(

日)
第
二
十
三
期

頒布価格 1,500 円

 目 次 

          　

 

佐
藤　

公
保　

氏

    

（
米
沢
市
教
育
委
員
会
）

　

佐
藤
氏
か
ら
は
舘
山
城
跡

に
つ
い
て
、
出
土
品
だ
け
で

は
な
く
、
文
献
資
料
に
当
時

の
舘
山
城
が
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
の
か
等
、
豊
富

な
資
料
を
基
に
詳
細
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
発
掘
調
査
に
よ

り
、
舘
山
城
は
上
杉
氏
入
部

以
降
も
整
備
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
、

「
松ま
つ
な
ん並

土
手
」
が
、
伊
達
氏

時
代
後
半
に
造
営
さ
れ
た
土

塁
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

「
山
形
城
跡
の
発
掘
調
査
と

出
土
遺
物
」

  

齋
藤　

仁　

氏 

（
山
形
市
）

　

山
形
城
に
つ
い
て
は
、
齋

藤
氏
に
お
話
し
を
頂
き
ま
し

た
。
現
在
の
山
形
城
跡
（
霞

城
公
園
）
は
、
江
戸
時
代
前

期
の
鳥
居
氏
時
代
を
元
に
復

元
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

山
形
城
が
一
番
大
き
か
っ
た

の
は
、
五
十
七
万
石
の
石
高

を
有
し
て
い
た
最
上
氏
の
時

代
で
、
三
の
丸
ま
で
含
め
る

と
、
日
本
で
も
有
数
の
広
さ

を
誇
る
城
で
し
た
。
同
時
期

に
は
、
京
都
の
聚
楽
第
や
伏

見
城
、
大
坂
城
の
最
上
邸
跡

か
ら
、
山
形
城
跡
出
土
の
も

の
と
同
形
の
山
紋
金
箔
軒
丸

瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
鶴
ヶ
岡
城
跡
の
発
掘
調
査

と
出
土
遺
物
」

　
　
　
　

菅
原　

哲
文　

氏

（（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
）

　

菅
原
氏
か
ら
は
、
鶴
岡
市

の
鶴
ヶ
岡
城
跡
に
つ
い
て
、

歴
史
的
背
景
と
発
掘
調
査
の

両
方
の
視
点
か
ら
お
話
し
を

頂
き
ま
し
た
。

　

大
宝
寺
城
時
代
の
遺
構

は
、
室
町
時
代
か
ら
安
土
桃

山
時
代
の
も
の
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
の
丸

に
相
当
す
る
部
分
の
発
掘
調

査
で
は
、
絵
図
面
に
描
か

れ
て
い
な
い
建
物
跡
等
が
確

認
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
最
上
氏

時
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
陶
磁
器
類
も
大
量
に
出

土
し
ま
し
た
。

「
亀
ヶ
崎
城
跡
の
発
掘
調
査

と
出
土
遺
物
」

　
　
　
　

髙
桑　

登　

氏

（（
公
財
）
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
）

　

髙
桑
氏
か
ら
は
、
酒
田
市

の
亀
ヶ
崎
城
跡
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
十
六
世

紀
前
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
遺
物
が
出
土
し

ま
し
た
。
特
徴
的
な
遺
物
と

し
て
、
荷
札
木
簡
が
出
土
し

て
お
り
、
贈
答
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
木

簡
、
茶
器
に
関
連
す
る
木
簡

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
慶

長
出
羽
合
戦
の
頃
の
も
の
も

見
つ
か
っ
て
お
り
、
刀
や
鉄

砲
玉
な
ど
の
武
器
の
調
達
が

行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か

り
ま
す
。



縄
文
時
代
早
期

　
　

●
米
沢
市　

清
水
北
Ｃ
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
46
）

尖
底
土
器

岩
部
山
三
十
三
観
音

　

南
陽
市
の
北
東
に
位

置
す
る
中
川
地
区
川
樋

に
は
、
標
高
５
０
０
ｍ

ほ
ど
の
岩
部
山
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
、
そ
の

下
を
国
道
１
３
号
線
の

岩
部
山
ト
ン
ネ
ル
が
通

っ
て
い
ま
す
。

　

岩
部
山
三
十
三
観
音
は
、
こ
の

岩
部
山
の
南
面
の
岩
に
彫
ら
れ

た
、
三
十
三
体
の
観
音
像
（
磨
崖

仏
）
で
す
。
磨
崖
仏
と
は
、
自
然

の
巨
石
や
岸
壁
に
彫
刻
し
た
仏

像
（
石
仏
）
の
こ
と
で
す
が
、
岩

部
山
三
十
三
観
音
は
、
一
番
か
ら

三
十
三
番
ま
で
様
々
な
観
音
像
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
観
音
像
が
彫
ら
れ
る
発
端

と
な
っ
た
出
来
事
は
、
天
保
年
間

　

清
水
北
Ｃ
遺
跡
は
米
沢
市
の
旧
八
幡
原
飛
行
場
お
よ

び
、
の
ち
の
八
幡
原
競
馬
場
の
跡
地
に
あ
た
る
。

　

尖
底
土
器
は
読
ん
で
字
の
如
く
、
底
の
部
分
が
尖
っ
た

土
器
で
、縄
文
時
代
早
期
に
多
く
見
ら
れ
る
土
器
で
あ
る
。

　

口
縁
部
付
近
は
貝
殻
文
を
主
体
と
し
、
波
状
口
縁
部
に

そ
っ
て
表
裏
面
に
一
条
、
さ
ら
に
一
条
の
貝
殻
文
が
施
さ

れ
て
い
る
。
胴
部
か
ら
下
半
部
は
無
文
で
、
器
形
は
な
だ

ら
か
な
波
状
口
縁
で
、幾
分
内
曲
す
る
口
縁
部
が
特
徴
で
、

そ
の
ま
ま
湾
曲
す
る
傾
向
を
有
し
な
が
ら
底
部
へ
向
か
っ

て
い
る
。
内
曲
す
る
器
形
、
貝
殻
文
の
特
徴
か
ら
し
て
東

北
南
半
の
大
寺
Ⅱ
式
に
併
行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

八
幡
原
は
扇
状
地
末
端
特
有
の
湧
水
に
恵
ま
れ
、
幾
つ

も
の
清
水
と
な
っ
て
流
れ
、
八
幡
原
一
帯
が
人
々
の
居
住

に
適
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

▲ 三十三番 十一面観世音菩薩

置賜史跡めぐり（52）

激
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
、
お
だ
や
か
で
慈
悲
深

い
顔
立
ち
で
満
ち
て
い
ま
す
。

　

岩
部
山
に
は
、
天
狗
岩
、
硯
岩
、

眺
岩
、
屏
風
岩
、
立
岩
な
ど
の
名

前
が
つ
い
た
奇
岩
も
あ
り
、
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
楽
し

め
ま
す
。

　

岩
部
山
三
十
三
観
音
は
、

一
九
八
三
年
四
月
十
五
日
に
南
陽

市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

の
全
国
的
に
起
こ
っ
た
大
飢
饉
で

す
。一
八
八
三
年
春
か
ら
水
不
足
、

冷
害
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
特
に

東
北
地
方
は
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
病
人
や
餓
死
者
が
多
数

出
て
、
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し

も
多
発
す
る
な
ど
大
変
な
惨
状
で

し
た
。

　

こ
の
惨
状
を
見
た
川
樋
松
林
寺

の
金
毛
和
尚
は
、
凶
作
の
た
め
に

荒
ん
だ
人
々
の
心
、
乱
れ
た
世
の

中
を
救
う
に
は
、
観
音
菩
薩
に

す
が
る
し
か
方
策
は
な
い
と
考

え
、
石
工
清
蔵
に
依
頼
し
、
四
国

三
十
三
カ
所
の
巡
礼
時
に
写
し
た

像
を
元
に
、
岩
部
山
の
岩
に
三
年

を
か
け
て
三
十
三
体
の
観
音
像
を

刻
ま
せ
ま
し
た
。
本
磨
崖
仏
は
、

三
十
三
体
そ
ろ
っ
て
い
て
、
岩
部

山
の
岩
肌
に
合
わ
せ
て
彫
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

千
手
観
音
、
如

意
輪
観
音
、
聖
観

音
な
ど
、
一
部
経

年
に
よ
る
痛
み
が

南
陽
市
川
樋　
　

●
江
戸
時
代　

天
保
年
間

▲ 清水北Ｃ遺跡出土　尖底土器 

▲ 三十一番 千手観世音菩薩▲ 霊場入口


